
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年度 勉強会開催 

「入鹿池再筑の碑」 

場所 犬山市大字篠平
寸法 H 1,950×B 1,300 (mm) 
建設 明治 16 年 11 月 
碑文 文 山田内務郷豪額 
   書  葦原眉山 
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勉強会会場 

九
月
十
三
日
（
火
）
に
愛
知
県
土
地
改
良
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
農
業
土
木
技
術
者
と
し
て
の
広
範
な
知
識

の
習
得
に
努
め
る
事
を
目
的
に
、
「
カ
ゴ
メ
の
生
鮮
野
菜
事
業
に
つ
い

て
」
と
「
花
き
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
栽
培
」
の
講
演
内
容
で
し
た
。

 入鹿池は、尾張藩主徳川義直が
寛永 10 年(1633)に完成させた、
江戸期最大の人造湖で、尾張北東
部の未開の原野開発に途を拓い
た。明治元年、河内屋堤が決壊し、
流没田畑 8,400ha に及ぶ大災害
が発生したが、災害復旧工事は明
治 15 年に完成し現在に至る。。 

平成 23 年度 技術研修会

畔柳 浩 氏 

平野 哲司 氏 

十
月
二
十
七
日
（
水
）
に
愛
知
県
土
地

改
良
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
技
術
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
農
業
土
木
技
術

者
と
し
て
、
自
然
生
態
系
基
礎
技
術
の
習

得
と
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
「
カ
メ
か
ら
見
た
た
め
池
や
水
田

の
生
態
系
の
重
要
性
と
変
化
」
と
「
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
・
農
業

用
施
設
の
災
害
復
旧
の
状
況
と
今
後
」
に

つ
い
て
の
講
演
で
し
た
。 

Part.2 開催
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研修会会場 矢部 隆 氏 

食
の
安
全
と
安
心
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
再
確
認
す
る
内
容
に
、
約
百
十

名
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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園
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哲
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加
工
ト
マ
ト
か
ら
、
消
費
者
が
旨
い
と
言

わ
れ
る
生
鮮
ト
マ
ト
の
販
売
ま
で
の
企
業

と
し
て
の
取
組
み
の
紹
介
と
、
最
新
技
術
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
、
省
エ
ネ
栽
培
技
術
の

研
究
状
況
の
紹
介
で
し
た
。 


